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FINE SINTER VISION 2030 
および中期経営計画2025
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FINE SINTER VISION 2030

基本理念 ： ものつくりを通し、すみよい社会と人々の幸せに貢献する

2021

2025

2030

■ 時代の変革を支えるモノづくり企業として
モビリティの脱炭素化・多様化、人びとの健康および地球環境に貢献

■ Innovation by 材料技術 × 匠の技 × デジタル技術 × 社会
■ あらゆるステークホルダーのため、一人ひとりがワクワク感を持ち、

サステナブルな社会に貢献

FINE SINTER VISION 2030

目指す社会
■グローバルな競争に打ち勝つ競争力
■CASE進展など産業・社会構造変化への対応
■持続的な成長のための盤石な経営基盤づくり

2025に向けた課題

脱炭素・循環社会
食糧・水問題解消
Well-beingの実現
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戦略・方策

中期経営計画2025 経営目標・成長戦略

年度
19年 22年 25年 30年

ESG経営

・従業員ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄ
・2050年ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ

利益率向上

資産効率
向上

非財務価値
向上

（開示の透明性）

期待効果 ‘25年目標

売上
400億

営業
利益率

8％

ROE
10％

（株主
資本ｺｽﾄ

8％）

CO2

▲40%
（13年比）

企
業
価
値
の
向
上

（参考）

【減少製品】

【継続製品】

【電動関連】

【非自動車】

・ﾓﾉづくり革新
『未来Factory』

・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ最適生産

競争力強化と拡販

・寄せ停め、整流化
・生産ﾛｽ低減

収益力向上

事業構造変革
・電動関連へ積極投入
・非自動車分野の拡大
（鉄道・油圧、新規事業）

ｴﾝｼﾞﾝ・ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ

足回り・ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ

鉄道・油圧

新規事業
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ROE向上ストーリー

・寄せ停め、整流化
・生産ﾛｽ低減

・ﾓﾉづくり革新
『未来Factory』

・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ最適生産

事業構造変革

競争力強化と拡販

収益力向上

・電動関連へ積極投入
・非自動車分野の拡大
（鉄道・油圧、新規事業）

ESG経営

・従業員ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄ
・2050年ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ

戦略・方策

ROE
10％

23年 25年

2％

8％3％

3％収益力向上

事業構造変革

0

1

23年 25年

総資産回転率

0.90.8

営業利益率



5

徹底的寄せ停め・整流化 収益力向上0

50%

70%

90%

110%

2022年度末 2025年度 2030年度

省
人

労務費

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

2022年 2025年/¥135

資
産
割
合

資産合計

流動資産△3％
（ライン整流化等△25％）

固定資産△3％
（寄せ停め△15％）

資産合計 △6％

0.5

0.8

1.0

1.3

2022年度 2025年度 2030年度

回 総資産回転率

新規事業へシフト△10%

10%改善
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ﾓﾉづくり革新『未来Factory①』

成形
焼結

出荷

梱包

ｻｲｼﾞﾝｸﾞ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術と匠の技とを融合した
24H無人稼働ﾗｲﾝ

管理のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化

生産管理

品質管理

現場作業

TPM管理

条件AI自動調整

個体品質管理

段替時間短縮

加工

「DX 認定事業者」に選定

競争力強化と拡販１



Ⅰ.作業者依存(ｶﾝｺﾂ)工程の自動化

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ生産指示

Ⅱ. MES※による生産安定化と生産性向上
※ Manufacturing Execution System

条件調整

搬送・梱包
・出荷

品質ﾄﾚｻﾋﾞ

設備の予知保全

目視検査

『未来Factory』を実現するｷｰ技術

手作業による
精度微調整

既存設備を
低ｺｽﾄで

全自動化

最新の
AI､IOT技術を

活かした
生産管理

導入効果(SA生産ﾗｲﾝ目標KPI) 展開計画

20232022 20252024

実証ライン

春日井

海外A
国内A

国内B

国内C
ｺｽﾄ 品質

中国未来Factory 国内

▲30%

未来Factory 国内

異品
誤品
錆

精度
ｷｽﾞ

現在

競争力強化と拡販１ﾓﾉづくり革新『未来Factory②』



ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ最適生産

第2拠点

ﾀｲ子会社拡張 計画概要

投資額 約２０億円

建物面積 9,400㎡
主要生産品 新規駆動系部品等
稼働開始 2024年初旬
年間売上 約10億円（予定）

・ｱｼﾞｱ中核拠点のﾀｲ拡充
・地域間での最適生産供給推進
・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ最適調達の推進 ■ 顧客の現調化に合わせ新規受注（駆動系部品）

■ 更に海外顧客等含めた新規品取り込み
■ 今後 未来Factory導入による競争力強化推進

ﾀｲ・ﾌｧｲﾝｼﾝﾀｰ
（既存工場）

建物 13,800㎡
年間売上37億円 ´21 ´22 ´23 ´24 ´25

売上

第2拠点

競争力強化と拡販１

建屋・外構完成（計画通り）

計画通り設備の設置・量産開始予定

第2拠点 建設状況
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◆ﾘｱｸﾄﾙｺｱは380万台/年まで拡大。更に､次世代ｺｱ開発を加速中。

◆昇圧ﾘｱｸﾄﾙ増産と次世代開発

電動関連部品の拡大 （HV・FCV用ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ部品）

第5世代ｺｱ増産計画

FS東北(岩手県)

(2024/4～)

旧世代・第5世代ｺｱ

旧世代ｺｱ

ｺｱ数量動向予測

第5世代ｺｱ

旧世代ｺｱ

次世代ｺｱ

2023 2025 2030

数
量

次世代ｺｱの開発

ｺｱ単体→ｺｱAssy化

春日井工場

滋賀工場
第5世代ｺｱ

380万台

更なる高機能・
低ｺｽﾄｺｱ開発

事業構造変革２
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海外拡販活動

ｱｼﾞｱ
欧州

◆ｺｱ製品の更なる拡販とｺｱ技術を応用した製品開発で新規市場へ展開

鉄道・油圧事業の拡大①

鉄道製品の拡販 油圧機器製品の拡販

ﾊﾟﾝﾀｸﾞﾗﾌ用すり板 ﾌﾞﾚｰｷﾗｲﾝｸﾞ

通電性・耐摩耗性・摺動性

搬送ﾛﾎﾞｯﾄ用部品

油圧ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 減速機

静寂性・高出力・高耐久性

AGV用昇降回転ﾕﾆｯﾄ電極部品

産業機械用製品 自動搬送・自動倉庫向け製品 救急搬送昇降製品

ｽﾄﾚｯﾁｬｰ
昇降ﾕﾆｯﾄ

新規市場展開活動

事業構造変革２
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鉄道・油圧事業の拡大②（売上計画）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 30年度

既存 拡販

新規 海外

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 30年度

流動 拡販

新規

事業構造変革２

鉄道製品の拡販 油圧機器製品の拡販

◆ｺｱ製品の更なる拡販と新規市場へ展開で売上拡大
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新規事業の開拓

新食材(昆虫食) 高付加価値社会

福祉・輸送市場

FSCの強みで
社会要求に

対応できる企業

粉末加工・成形技術

熱処理技術 特殊材料技術

鉄道・油圧機器製品

食材の粉末加工

焙煎工法

銅系・ﾁﾀﾝ系材

成形工法

通電・耐摩耗製品
高圧・低騒音製品

23/4 春日井市企業ｺﾗﾎﾞ商品
(ｺｵﾛｷﾞ飴)発売開始

産業機械用部品

医療搬送向け
搬送市場・ﾛﾎﾞｯﾄ向け

粉末冶金技術

23/5 春日井市地域ｲﾍﾞﾝﾄ参画
昆虫食ｾﾐﾅｰ主催

23/5 工業会講演

粉末食材
OEM商品

事業構造変革２
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成体養殖

焙煎

微粉砕

ｵﾘｼﾞﾅﾙ粉末

企業及び地域連携による
ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ強化

国産ｺｵﾛｷﾞ・焙煎・微細化で
安心・安全のｵﾘｼﾞﾅﾙ粉末

国内ｺｵﾛｷﾞ養殖企業との連携

製粉化

OEM商品企画

新食材『昆虫食』ヘの取組み

『焙煎ｺｵﾛｷﾞﾊﾟｳﾀﾞｰ』製造販売 焙煎工法 特許出願中

◆食の安全、企業・地域連携、地元ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力強化による市場獲得・拡大

食の安全と地元ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化PR
東海地域連携に拡大

◆ｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄ商品(高ﾀﾝﾊﾟｸ質)

◆高級ﾍﾟｯﾄﾌｰﾄﾞ用粉末販売

地元発信で市場を東海地区へ拡大
⇒粉末販売へStepUp

昆虫食
ﾎﾞ

昆虫食ｲﾍﾞﾝﾄ主催

地元企業との連携による
高付加価値商品や名産品ｺﾗﾎﾞ商品開発

春日井市を基盤に
商品販売

国産
ｺｵﾛｷﾞ

昆虫食ﾍﾞﾝﾁｬｰ企業との連携

21年

22年

23年

事業構造変革２
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◆焼結炉に重点を置いた集約・寄せ停め推進で､2022年に▲44%達成。
◆更に､新省ｴﾈ技術開発を加速。

ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙへの取り組み

廃棄物(総量)
削減目標

環境負荷物質
ﾐﾆﾏﾑ化

2025年 ▲40%
2030年 ▲50%

①ｺﾊﾞﾙﾄﾚｽ材料の展開
②物質管理の強化

循環型社会 自然共生社会

環境(E)2050年ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙに向けて

・日常改善､寄せ停め効果の
見える化で活動を後押し

・非生産時のｴﾈﾙｷﾞｰ削減

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2013 2016 2019 2022 2025 2030

C
O

2
排
量
の
割
合

▲40%
▲50
%

実績 目標

③新省ｴﾈ技術開発

①見える化

②止める

・省ｴﾈ炉(水素活用)の開発継続
⇒化石燃料ﾚｽの脱脂炉

④全社一斉横展

・全工場照明LED化
・高圧ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ圧損対策

目標値：国内連結ﾍﾞｰｽ

▲
44%

ESG経営３
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社会(S) ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄ

Diversity
障がい者雇用 3.6%維持

女性活躍推進 3.6％に増加

21 22 23 24 25

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨｰ
教育

女性ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ研修

障がい者技能大会

Wellness経営

0

1

2

3

4

´1 9 ´2 0 ´2 1 ´2 2

3.6

障がい者雇用（%）

法定2.2

0

1

2

3

4

´1 9 ´2 0 ´2 1 ´2 2

女性管理職（%）

3.6

【狙い】ｽﾏｰﾄﾗｲﾌ活動

【狙い】ﾜｸﾜｸ・
いきいき感の醸成 【狙い】働きがい

ｃ

Wellness

自ら豊かな人生を
ﾃﾞｻﾞｲﾝし働く幸せを
感じている状態

従業員の
身体/精神的健康の増進

従業員の
仕事と生活の調和

従業員の
活力みなぎる職場

個人の自己管理/会社の健康支援

人事制度改革働き方改革

職場運営（職場ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）

ESG経営３
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未来Factory・タイ拡張・開発に重点、全体効率化

リソーセス計画（研究開発費・設備投資）

電動化対応、新規事業を中心に積極的に投入

研究開発費

設備投資

百万円 百万円

4,493 

3,474 2,997 
3,940 

6,000 

4,000 4,000 3,808 3,876 3,849 
4,021 

3,700
4,000 4,000 

9.4%
11.2%

9.9% 10.1%
10.0%

10.0% 10.0%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

設備投資 減価償却費 売上高償却費率

営業CFを拡大し、フリーCF黒字化・維持

4,880 

3,250 
4,190 

1,828 

4,480 
5,200 

5,920 

(3,721) (4,076)
(3,346) (3,690)

(6,000)

(4,000) (4,000)

1,159 

(826)

844 

(1,862)
(1,520)

1,200 

1,920 

(6,000)

(4,000)

(2,000)

0

2,000

4,000

6,000

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

営業CF 投資CF フリーCF

ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

百万円

278 183 
441 537 600 600 600 

0.7% 0.5%
1.1% 1.4% 1.5% 1.5% 1.5%

-2.0%

0.0%

2.0%

0

500

1,000

1,500

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

研究開発費 売上高開発費率


